
Ｊ
１
イ
ン
ド
・
ビ
ハ
ー
ル
州
立

四
研
究
所
の
現
状
目

７
，
、
く
〃
、
ｆ
ｌ
ｌ
く
Ｊ
、
く
く
○
く
ぐ
ノ
、
く
Ｊ
ｌ
Ｉ
ぐ
ｊ
，
、
く

海
外
学
界
一
一
ユ
ー
ス

二
、
ミ
テ
ィ
ラ
研
究
所

ガ
ン
ジ
ス
河
の
北
部
に
位
置
す
る
現
在
の
己
胃
ｇ
画
品
Ｐ
は
、
か
っ
て

旨
岸
巨
匠
と
呼
ば
れ
、
十
三
世
紀
に
⑦
四
侭
①
轡
ご
日
号
乱
冒
が
創
設

し
た
新
ニ
ャ
ー
ャ
学
派
（
ｚ
四
く
制
口
乱
冒
）
が
栄
え
、
多
く
の
優
れ
た
論

理
学
者
が
輩
出
し
て
い
る
。
こ
の
輝
か
し
い
学
問
の
歴
史
を
誇
る
ロ
胃
‐

９
口
口
悪
に
、
一
九
五
一
年
二
月
、
ビ
ハ
ー
ル
政
府
が
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
研
究
の
た
め
に
ミ
テ
ィ
ラ
研
究
所
（
旨
詳
言
医
目
黒
津
具
の
ａ
弓
。
粋
‐

。
『
四
Ｑ
ロ
胃
①
鯉
口
合
①
ｍ
ｐ
ｐ
Ｑ
届
①
ｍ
①
胃
。
面
目
、
四
口
の
胃
洋
間
①
閂
己
同
侭

あ
る
い
は
旨
岸
冒
旨
冒
の
津
具
①
）
を
設
立
し
た
。
こ
の
研
究
所
の
目
的

は
、
深
い
学
識
を
持
つ
伝
統
的
な
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
学
者
す
な
わ
ち
。
〈
ン

デ
ィ
ッ
ト
と
近
代
的
な
学
問
研
究
を
身
に
つ
け
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
学
者

と
の
目
の
①
茸
品
唱
○
口
目
を
作
り
、
お
互
い
に
学
識
を
交
換
し
な
が
ら

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
研
究
を
行
な
う
こ
と
て
あ
る
。

初
代
所
長
と
し
て
ｐ
Ｈ
、
ご
昌
○
讐
言
普
愚
が
任
命
さ
れ
、
一
九
五
四

ｌ
ミ
テ
ィ
ラ
研
究
所
、
ジ
ャ
ー
ャ
ス
ワ
ー
ル

研
究
所
、
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
リ
研
究
所
Ｉ

長
崎
法
潤

年
退
官
し
た
。
そ
の
後
有
名
な
イ
ン
ド
学
者
ｐ
Ｈ
・
勺
．
Ｆ
，
ぐ
巴
号
騏
が
所

長
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
彼
の
在
職
中
園
且
（
旨
黒
蟹
匡
、
ご
岸
目
。
桝
蕨
な

ど
の
出
版
等
数
多
く
の
業
績
を
残
し
た
・
一
九
五
九
年
、
ｐ
Ｈ
．
］
．
冒
普
国

が
そ
の
後
を
継
ぎ
、
一
九
六
二
年
以
後
目
．
ぃ
国
紺
ｏ
三
が
所
長
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
。

研
究
所
は
冨
口
圃
島
閂
冒
『
に
在
る
ビ
ハ
ー
ル
大
学
（
目
胃
己
巳
ぐ
の
国
ご

旦
国
冒
尉
）
に
附
属
し
、
デ
ィ
プ
ロ
ー
マ
と
か
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
旨
．

缶
．
と
か
も
冒
己
．
の
デ
ィ
グ
リ
ー
は
そ
こ
よ
り
授
与
さ
れ
る
。
現
在
の
と

こ
ろ
研
究
所
で
は
旨
．
炉
．
コ
ー
ス
に
、
（
四
）
闘
言
辱
騨
》
（
ご
ぐ
⑦
蜀
口
３
』

（
ｏ
）
ｚ
胃
凶
『
四
‐
く
い
砿
＄
房
四
．
（
ｅ
冒
鄙
日
割
日
出
〉
（
の
）
⑱
凶
。
穴
ぽ
望
秒
‐
昌
○
魍

の
講
義
が
開
か
れ
、
近
い
将
来
に
ヴ
ェ
ー
ダ
文
学
と
エ
ピ
グ
ラ
フ
ィ
の
講

義
も
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

次
に
研
究
所
に
お
け
る
ス
タ
ヅ
フ
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。

現
所
長
己
局
．
ｍ
嗣
晶
ｏ
亘
は
前
ナ
ー
ラ
ン
ダ
研
究
所
長
ｐ
Ｈ
．
ｍ
旨
○
‐

烏
且
の
。
の
弟
子
で
あ
り
、
カ
ル
カ
ッ
タ
大
学
に
提
出
し
た
イ
ン
ド
論
理

学
に
関
す
る
博
士
（
ロ
．
目
洋
・
）
論
文
の
出
版
《
《
冒
目
○
武
矧
の
嵐
①
騨
吻
‐

○
］
昌
祠
〕
シ
陣
ロ
。
］
ａ
目
凹
邑
＄
四
口
・
昇
餉
園
巳
①
冒
冒
昌
凹
ｐ
Ｆ
ｏ
唱
Ｃ
》

（
ら
認
）
』
」
が
あ
る
。
勺
Ｈ
ａ
ｏ
ｍ
］
．
］
目
は
園
色
目
農
８
３
日
四
菌
く
圏
卸
昏
四

を
校
訂
し
、
現
在
出
版
途
上
で
あ
る
。
ジ
ャ
イ
ナ
学
者
ｐ
Ｈ
・
の
Ｃ
ｅ
菌
，

且
冒
ｑ
は
か
っ
て
ナ
ー
ラ
ン
ダ
研
究
所
の
講
師
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

ヴ
ァ
イ
シ
ャ
リ
研
究
所
に
移
り
、
さ
ら
に
昨
年
当
研
究
所
に
赴
任
し
て
き

た
。
現
在
彼
は
嵐
冠
］
昌
色
の
君
巴
研
究
所
所
蔵
の
マ
’
二
ス
ク
リ
プ

ト
目
胃
冨
国
冒
晩
簡
と
ぐ
目
自
巴
園
印
冨
と
の
校
訂
に
忙
し
い
。
厚
．

国
》
妙
毎
習
讐
ｃ
首
は
雪
屋
鴇
く
且
四
国
の
注
釈
を
書
い
て
い
る
と
の
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こ
と
で
あ
る
。
卑
旦
．
旨
伊
．
①
○
２
画
目
は
最
近
ビ
〈
ｌ
ル
大
学
に
提

出
す
る
博
士
（
ｐ
ご
茸
・
）
論
文
《
《
シ
９
旨
の
昌
曽
ａ
ｏ
ｃ
目
君
国
働
く
の

聾
（
昼
買
旦
匡
〕
の
ぐ
云
国
討
騨
己
四
三
岸
ぼ
め
で
①
凰
己
Ｈ
里
①
月
ロ
ｏ
①
言
国
彦
罫
］
国
画
昌

を
完
成
し
、
ｚ
乱
冒
冒
の
Ｅ
３
ユ
農
を
三
注
釈
（
昏
①
切
目
冨
昌
且

、

く
ゅ
討
四
凸
胃
且
Ｐ
ゞ
計
宮
①
鈩
日
○
。
ｐ
具
の
浄
。
屍
四
吋
Ｐ
冒
泳
局
四
》
苦
の
ぐ
弓
①
穴
Ｐ
旦

○
目
目
己
色
目
秒
）
と
と
も
に
校
訂
し
て
い
る
。
弓
Ｈ
ｇ
，
嗣
号
巨
冒
印
ご
沙
は

ピ
〈
－
ル
大
学
に
博
士
（
。
．
冒
詐
・
）
論
文
を
提
出
す
る
た
め
に
正
理
学

派
の
比
量
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。
そ
の
か
た
わ
ら
研
究
所
の
た
め
に

の
巳
○
．
沙
目
目
目
冨
参
国
ｏ
ぃ
日
日
を
校
訂
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
出
身
の
佛

教
僧
国
底
時
唇
ロ
ン
曇
且
①
ぐ
Ｐ
は
英
語
、
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
教

え
て
い
る
。
そ
の
他
目
且
旨
。
ｐ
巴
而
四
口
。
拝
と
し
て
、
勺
騨
且
岸
冒
開

彦
①
い
ぽ
宥
目
い
、
勺
⑳
ロ
Ｑ
拝
昌
口
匡
丘
豈
秒
Ｈ
日
ロ
四
戸
ｐ
Ｈ
〕
勺
四
国
Ｑ
岸
、
餌
凸
凹
ロ
四
国
●

百
四
』
弓
四
目
騨
国
且
Ｈ
旨
四
昏
］
菌
な
ど
が
伝
統
的
な
仕
方
で
鍛
え
ら
れ

た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
学
識
を
も
っ
て
研
究
に
協
力
し
て
い
る
。

ご
Ｑ
昌
自
〕
四
の
完
全
な
三
つ
の
マ
｜
豆
ス
ク
リ
プ
ト
ｚ
乱
割
四
乱
吋
は
菌
‐

菌
８
閏
冨
冒
鼠
ロ
呂
冒
な
ど
研
究
所
は
六
千
以
上
の
マ
’
－
１
ス
ク
リ
プ

ト
を
蔵
す
る
こ
と
に
誇
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
マ
’
－
１
ス
ク

リ
プ
ト
を
持
つ
大
学
や
研
究
所
は
ビ
〈
－
ル
州
で
は
見
出
さ
れ
な
い
が
、

他
と
比
較
す
れ
ば
あ
ま
り
自
慢
に
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
の
マ
’
三
ス
ク
リ

プ
ト
あ
る
い
は
他
の
大
学
や
個
人
所
蔵
の
マ
’
三
ス
ク
リ
プ
ト
を
底
本
に

し
て
研
究
所
は
数
多
く
の
校
訂
出
版
を
な
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
研
究

所
の
出
版
と
し
て
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
大
乗
経
典
の
テ
キ
ス
ト
（
国
且
‐

号
厨
庁
普
目
、
胃
拝
目
の
＃
い
）
の
校
訂
出
版
で
あ
る
。
こ
れ
は
佛
誕
二
五
○

○
年
記
念
の
事
業
と
し
て
大
乗
経
典
二
五
巻
を
出
版
す
る
こ
と
に
な
り
、

中
央
政
府
と
ビ
〈
Ｉ
ル
政
府
と
の
両
者
か
ら
出
版
費
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

第
二
代
所
長
ロ
『
．
己
．
Ｆ
・
ぐ
己
身
。
》
が
こ
の
校
訂
出
版
の
⑦
。
ｐ
自
己

同
昌
言
罠
と
な
っ
て
、
一
九
六
二
年
の
終
ま
で
に
全
巻
の
出
版
を
完
了
す

る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
一
九
六
三
年
九
月
ま
で
に
一
二
巻
出
版
し
た

だ
け
で
、
ｐ
Ｈ
，
ぃ
国
侭
ｏ
亘
に
残
り
の
出
版
を
委
託
し
た
。
こ
れ
ら
の

校
訂
出
版
は
ほ
と
ん
ど
す
で
に
出
版
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
の
リ
プ
リ
ン
ト
に

す
ぎ
な
い
が
、
中
に
は
初
め
て
出
版
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト
も
若
干
含
ま
れ
て

い
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
説
明
す
る
前
に
研
究
所
の
出
版
リ
ス
ト
を
載
せ

る
方
が
読
者
に
と
っ
て
好
都
合
か
と
思
う
。

Ｐ
．
崖
冨
昌
①
自
計
剣
、
塊
弄
⑳

、

］
．
Ｈ
凹
洋
ご
ｐ
ｏ
昌
汁
四
日
四
日
ａ
○
四
司
如
①
、
色
昇
畠
津
）
少
旨
汽
抄
閏
己
己
四
吋
己
四
目
四

Ｆ
●

ぐ
巳
．
碍

、

障
属
剖
認
ぐ
ゆ
ロ
目
鼻
勘
日
⑱
国
く
胃
閨
罰
副
ｏ
茸
曽
５
．

Ｌ
卜

い
も
幽
凰
試
汁
巴
胃
騨
計
四
口
四
○
能
民
凹
冒
）
四
℃
自
問
②
．

吟
園
倒
ご
ぐ
巴
固
炭
め
ゆ
口
四
Ｈ
騨
庁
ロ
駄
国
’
○
○
目
．
○
国
属
凶
ぐ
ぐ
凶
旦
瞥
叩
３
日
己
自
己
目

Ｋ

く

ず
割
閃
胃
ロ
鼠
国
司
副
ロ
餌
ｇ
ｏ
の
篦
○
口
．

餌
ぐ
巴
溌
圏
］
＄
Ｑ
目
殴
口
四
弓
旨
ロ
四
国
自
５
口
．
○
○
日
．

．
』
Ｊ

、

画
シ
ゲ
言
百
吋
目
鼠
四
宮
旨
井
巴
Ｐ
日
且
属
望
国
劇
四
、
君
洋
弓
の
Ｏ
Ｈ
Ｐ
ず
『
⑱
閏
烏
‐

四
吋
四
④
ｐ
Ｑ
ｚ
胃
凹
ロ
四
国
．

式
シ
函
四
日
ｐ
Ｑ
ｐ
ｇ
ず
ゅ
禺
煙
〉
ｐ
骨
四
日
ゆ
ず
理
］
農
国
口
菌
ご
］
鼻
冨
．

酌
伊
引
固
く
四
国
ａ
国
声
倒
印
屍
目
勤
。
割
叶
旦
四
塁
負
竺
〕
Ｃ
Ｏ
目
・
弓
〕
思
口
目
・
ロ
○
（
詳
貝
．
隣

》
角
』
か
Ｈ
④
．

Ｐ
旨
の
冒
苛
口
丙
自
巨
●
自
己
呂
旦
ワ
⑦
ぐ
酋
冒
剴
云
曾
弓
宣
巴
烏
自
罵
↑
．
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］
Ｃ

胃
］

」
函

』
い

］
吟

〕
ｍ

胃
つ画一

⑦
。
、
詳
冒
島
⑦
、
》
自
国
国
蝿
］
蔚
冒

』
・
国
尉
庁
○
Ｎ
『
○
冷
昌
鴬
戸
酔
固
岸
）
く
ｐ
Ｈ
．
〔
ざ
①
昌
昌
画
笥
洋
画
盲
目
．

い
国
尉
８
Ｎ
望
旦
ｚ
ゆ
く
冨
四
ｚ
琶
劉
国
旨
冒
拝
匡
国
一
営
吊
）
禺
旦
．
己
旨
（
〉
、
日

（
旨
Ｐ
国
○
局
四
国
ロ
融
鳶
四
巳
》
秒
ご
国
．

い
く
倒
○
Ｐ
い
や
騨
武
冒
扉
Ｈ
秒
○
ロ
シ
ロ
ぐ
皀
冨
ぐ
①
ａ
目
〕
目
、
び
く
己
門
．
い
い

く

帛
門
色
の
ｐ
Ｈ
院
、
園

閃
．
旨
。
』
①
再
三
尋
、
門
宍
醜

岸
．
閃
凶
員
勵
ぐ
、
』
団
３
口
３
国
Ｈ
ロ
四
・
ロ
国
ご
四
目
（
旨
習
『
巴
引
（
旨
肘
ｏ
巴
匿
ロ
①
○
口
、
）

ト

ヨ
訓
○
房
］
，
“

い
、
日
Ｈ
』
ｓ
固
く
、
、
○
○
ぽ
①
Ｑ
四
斤
四
国
ぐ
幽
禽
四
日
の
四
四
門
団
昏
沙
（
ｚ
男
匂
四
ｚ
割
翌
国
）
｜

釣
Ｆ
日
照
２
四
○
四
口
四
首
○
色
叶
い
日
ロ
目
鼻
鬮
口
Ｑ
宮
口
（
ぐ
冨
凹
圏
Ｈ
四
口
巴
・

“
、

磨
く
冒
昌
四
個
ロ
巴
ゆ
ぐ
凹
胃
凹
昌
○
日
ｐ
旦
己
ゆ
ぐ
叫
口
剖
丘
四
コ
ぐ
○
陣
の
巴
．

〆
ｆ
も
。
、
■
、

弓
．
富
里
函
望
曽
昌
、
色
目
里
胃
騨
目
①
浅
《

Ｆ
Ｐ
潭
庁
鼬
ぐ
智
ｍ
庁
四
目
、
鼻
］
、

７Ｕ
画
冒
〕
山
口
百
』
Ｈ
倒
一
沙
の
司
計
Ｈ
①
建
国
）
④

吋
四
・
畔
計
ぽ
ぎ
四
ｓ
ぐ
ぐ
四
○
凶
冨
巨
旦
ご
日
酔
己
Ｐ
陸
．

＄

４

戸

閉
口
３
冨
国
凱
唱
副
旦
閃
野
口
山
口
ゅ
宮
口
Ｐ
目
ぽ
ゆ
丙
丙
貝
四
．

■

シ
伝
口
丙
倒
秒
日
印
且
秒
国
且
ぐ
①
ロ
国
胃
３
．

Ｆ
四
胃
色
ロ
四
目
型
叫
旦
ロ
。
④
ぐ
四
口
凹
芝
拝
ロ
○
○
日
．
ご
く
の
駄
目
礫
ロ
色
．

Ｇ
■

く

’

５
四
戸
＄
口
凹
ぐ
巴
嵐
日
ロ
ロ
四
ぐ
ゆ
口
凹
言
詳
ロ
○
○
日
．
び
く
嗣
硯
い
く
④
ご
ロ
胃
国

Ｄ
恩

華
、の
ゆ
ず
Ｑ
四
吋
ｐ
《
口
叫
詳
四
民
凹
．

⑳
ｐ
ｐ
ｍ
い
け
四
ｍ
匡
計
Ｈ
ゆ
く
く
倒
丙
画
く
山
口
斤
倒
凰
炭
副

冨
ｌ

」

七

少
Ｆ
四
口
炭
山
ぐ
囚
什
四
門
色
の
口
貫
四
目
．

、
ｌ

吟
少
黒
四
の
劉
豈
四
の
国
］
国
で
Ｈ
ど
ロ
四
℃
四
門
自
冒
敵
巴
Ｃ
弄
蝕
ぐ
望
脚
丙
彦
］
酬
い
囚
ロ
拝
凶
．

ｏ
９
ｐ
４
０
Ｉ
Ｉ
ｐ

。
■

餌
の
四
国
。
ｐ
ぐ
国
ｄ
ｐ
ｐ
ｍ
ｑ
ｑ
四
日
．

画
の
Ｐ
Ｑ
Ｑ
宮
四
局
Ｈ
口
ｐ
Ｃ
ｐ
ｐ
Ｑ
ｐ
減
凱
戸
口
、
口
庁
制
四
再
昌
．

Ｆ
合
■

刃
ロ
四
＄
ず
彦
副
日
時
四
ｍ
副
吋
凹
日
．
×

い
の
ｐ
ご
凹
同
恒
四
も
吋
凹
ウ
毒
凹
、
四
⑩
ロ
汁
Ｈ
四
口
目
．
×

Ｐ
弓
四
庁
昏
倒
的
四
庁
四
ｍ
ロ
曰
く
⑳
戸
四
目
．

胃
Ｐ
】
白
色
国
置
く
四
Ｈ
口
四
丙
四
小
創
、
庁
間
ゆ
Ｈ
ロ
ロ
凶
輌
倒
ユ
ロ
目
武
田
Ｐ
口
胃
》
画
○
四
Ｎ
ぐ
ゅ
○
四
口
Ｑ
Ｈ
ｐ
戸
胃
は
‐

ぐ
月
い
○
拝
四
君
山
も
Ｈ
ゆ
め
四
口
ロ
四
℃
Ｐ
Ｑ
叫
屏
画
く
ゆ
ぐ
罰
倒
丙
彦
域
四
国
ｐ
、
凹
目
胃
く
い
］
詳
四
禺
昌
．

、

巨
．
段
席
倒
色
目
ｐ
８
ｐ
琶
農
断
員
屋
①
三
国
司
貝
四
○
岸
§
．

』
騨
国
○
・
冨
○
印
Ｈ
望
豊
司
四
汁
叫
叶
巴
］
か
幽
口
陣
。
①
ぐ
ゆ
く
月
色
ｏ
岸
Ｐ
ご
己
村
里
歓
凹
栂
四
Ｈ
Ｐ
目
Ｐ
‐

ｑ
』
ｒ
ｔ

働
く
閏
Ｈ
ｐ
の
昇
凹
望
四
己
四
副
芦
庶
脚
丙
匿
く
い
ぐ
ぐ
凹
丙
ロ
〕
ゞ
四
域
口
の
四
Ｈ
ロ
ぐ
ゅ
』
拝
塑
毎
．

く
’

］
い
、
口
庁
吋
幽
』
Ｐ
国
舜
山
Ｈ
四
宮
山
○
秒
Ｈ
ぐ
四
ｍ
四
口
”
色
ご
胃
罵
Ｐ
○
拝
ゆ
ず
．
×

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
■

底
，
く
扇
．
旨
四
目
ぐ
儲
曾
１
５
戸
○
＃
胃
騨
乱
昌
目
冒
昌
目
ぐ
§
．
×

●
、
各

］
、
、
昌
昌
四
ｍ
四
吋
ぐ
倒
牌
冒
倒
昌
口
幽
昌
ぐ
日
湧
く
四
Ｆ
（
。
』
茜
拝
旨
印
の
．
）
×

弓
．
旨
四
目
勧
目
の
具
３
３
冒
唱
昌
巴
〕
圃
昇
旨
Ｉ
普
ぐ
旨
自
国
く
房
働
‐

ロ
・
〃
」
・
Ｉ
。
』

、

目
］
胃
四
言
色
己
目
色
冒
胃
３
』
ぐ
凹
茸
④
Ｃ
Ｏ
底
①
。
陦
倒
の
臼
尉
冨
目
ず
ゆ
呂
首
凹
目
》
ｍ
ロ
‐

］
邑
胃
副
く
い
白
く
】
ｑ
琶
巴
］
』
畠
ハ
回
Ｈ
四
個
○
四
忽
昌
ヨ
彦
巴
〕
》
句
Ｈ
四
画
含
】
四
，
四
口
』
ロ
庁
も
劉
畠
色
、
動
１

吋
Ｐ
目
ゞ
画
匿
巴
智
ご
臼
ｍ
ｐ
Ｈ
ｐ
く
ぃ
邑
司
ご
色
目
色
匡
５
ｍ
目
日
日
》
嗣
掛
営
画
や
筥
口
‐

も
四
口
も
Ｈ
Ｏ
Ｃ
彦
劉
①
庁
ｐ

昂
．
冨
騨
目
剴
ロ
煙
切
目
鱒
ｍ
鯉
目
唱
昌
巴
用
肖
昌
ｌ
ど
忌
日
四
日
ロ
閂
目
ロ
‐

１
。
咄
。
、
１
１
１

］
四
］
胸
騨
一
己
騨
一
》
・

昌
色
シ
ぐ
Ｐ
Ｑ
日
日
恥
色
庁
秒
戸
自
国
．

い
Ｐ
Ｃ
き
ぐ
凶
ぐ
ゆ
色
凹
国
日
．
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切
巨
且
冨
隆
留
口
、
胃
詳
胃
①
弾
切
の
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
、
前
に
記
し
た

よ
う
に
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
す
で
に
出
版
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
底
本
と
し

て
校
訂
さ
れ
て
い
る
が
、
な
か
に
は
注
意
に
値
す
る
も
の
も
あ
る
。
次
に

そ
れ
ら
に
つ
い
て
若
干
の
注
意
を
払
い
た
い
。

⑦
眉
曾
く
乱
ぽ
い
副
国
の
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
主
と
し
て
鈴
木
・
泉
本
に

よ
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
団
胃
。
§
の
○
風
①
具
巴
冒
胃
拝
具
①
所
蔵
の

新
し
い
マ
ニ
ュ
ス
ク
リ
プ
ト
（
ｚ
①
急
ぃ
国
文
字
）
を
参
照
し
、
鈴
木
・
泉

本
の
脱
漏
が
補
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
き
、
長
谷
岡
一
也
氏
が
す

て
に
紹
介
し
て
い
る
（
印
度
学
佛
教
学
研
究
第
第
十
三
巻
第
一
号
三
九
二

頁
）
。

ｌ
、

蜀
菌
岸
自
己
巳
倒
（
ｚ
ｏ
・
巴
）
の
シ
も
や
①
冒
昌
隅
に
鈩
鄙
吋
包
の
目
色
の
の
ロ
‐

ず
琶
卿
耳
目
四
目
四
両
四
国
ロ
ロ
巴
箇
炭
四
昏
倒
ｅ
や
葛
甲
く
ぎ
と
が
カ
ル
カ
ッ

タ
大
学
の
ｐ
Ｈ
．
シ
，
。
固
“
ロ
且
①
①
に
よ
っ
て
初
め
て
校
訂
出
版
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
マ
ニ
ユ
ス
ク
リ
プ
ト
は
ｚ
③
葛
が
己
文
字
で
書
か
れ
、
ネ
・
〈

Ｉ
、

－
ル
の
ｚ
ｇ
巴
ご
ロ
号
胃
冒
耳
色
目
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
Ｐ
暑
沙
圏
国

の
両
曾
冨
］
昌
蜀
に
比
較
し
て
、
同
作
者
の
聾
一
言
塾
言
国
言
己
自
国
二
‐

目
冨
冨
昏
凹
は
文
体
が
劣
り
、
同
一
作
者
の
作
品
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

醇
昌
．
］
倒
斤
巴
肉
四
口
罰
国
（
園
○
（
宮
厨
四
倖
く
り
『
貨
国
ロ
品
昌
勧
国
）
印
一
‐
岸
匡
国
蔀
岸
両
冒
伊
命
口
座
‐

出

４
Ｊ
４
ｐ
ｊ
０
１

、
１

戸
ゆ
Ｈ
ｐ
ｐ
ｐ
凹
戸
色
丙
蝕
計
巨
四
○
四
四
吋
ぐ
ゅ
の
巨
Ｈ
い
く
」
Ｈ
ｐ
ｏ
樟
詐
凹
．

Ｌ

い
や
ｊ
、
い
い
シ
ぐ
ｐ
Ｑ
劉
口
凹
陦
①
君
巴
四
庁
幽
戸
の
①
日
曾
己
Ｈ
囚
昌
Ｈ
ｐ
ｏ
拝
四
．

画
吟
》
自
己
吟
凹
く
倒
口
包
異
己
計
Ｈ
四
ｍ
色
員
芦
函
禺
臼
言
、
彦
．
×

ｌ

蹟
．
駁
ぐ
煙
碆
。
茜
唱
臼
〕
昏
凹
〕
１
９
呂
冒
属
目
冨
冒
）
、
騨
昌
己
“
』
●
四
』
〕
眉
〕
§
日
．

（
×
印
は
未
出
版
）

×

ｌ
、

ｚ
侭
評
言
口
四
が
二
人
存
在
し
た
よ
う
に
、
こ
の
場
合
も
曾
冨
獣
国
と

い
う
同
名
の
二
人
の
作
者
が
あ
り
、
こ
の
書
の
作
者
は
両
国
冨
尉
目
国
の

Ｉ
、

Ｉ
、

作
者
シ
ｑ
Ｐ
聞
国
と
は
異
な
る
別
の
シ
Ｈ
苫
閉
国
に
違
い
な
い
と
、

そ
の
序
文
に
記
し
て
い
る
。

右
に
記
し
た
リ
ス
ト
が
示
す
よ
う
に
、
旨
昏
々
目
尉
目
目
笛
冒
唱
巴
国

弓
ゅ
耳
］
（
ｚ
ｏ
・
弓
）
は
多
く
の
短
か
い
経
典
を
集
め
た
も
の
で
あ
り
、
そ

の
う
ち
に
数
灸
の
興
味
深
い
経
典
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
ず
第
二
二
と
し

て
両
騨
曾
撹
口
唇
閉
胃
巨
○
ゅ
望
ぃ
魁
昏
凹
が
あ
る
・
こ
の
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
己
吋
・

も
．
５
．
ぐ
巴
昼
国
が
○
口
①
昌
巴
冒
胃
拝
具
の
（
切
目
○
口
⑳
）
の
マ
ニ
ュ
ス

ク
リ
プ
ト
を
も
と
に
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
作
り
、
そ
れ
を
○
胃
吋
目
昌
ｏ
Ｈ
の

①
日
威
○
唇
（
目
匡
５
夢
①
○
四
罷
巨
・
・
宮
○
口
〕
ご
雪
）
で
訂
正
し
た
と
の
こ
と

、

で
あ
る
。
第
九
旨
且
耳
四
日
烏
煙
‐
協
扁
３
日
ｇ
‐
閉
茸
四
（
弓
．
ｇ
さ
く
ご

ｅ
は
デ
リ
ー
大
学
の
ぐ
．
く
．
の
○
昏
巴
①
博
士
に
よ
っ
て
校
訂
さ
れ
、
梵

文
マ
’
－
１
ス
ク
リ
プ
ト
か
ら
の
校
訂
出
版
が
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
る
。
ゴ

ー
カ
レ
ー
博
士
が
チ
、
、
ヘ
ッ
ト
の
ラ
ッ
サ
に
滞
在
中
（
岳
鹿
１
く
ｇ
）
こ
の
梵
文

マ
｝
豆
ス
ク
リ
プ
ト
を
ラ
ッ
サ
の
属
匡
且
呂
侭
僧
院
で
発
見
し
、
書
写
し

た
。
闇
○
口
届
：
間
口
ぐ
ゅ
展
①
句
。
ｐ
朋
旨
の
還
梵
（
目
庶
。
罠
①
烏
の
号
匡
瞬
⑦

。
凹
扁
①
、
己
屋
』
君
．
話
ｌ
ぢ
ご
と
そ
の
主
な
る
部
分
が
符
合
し
て
い
る
。

次
に
第
一
九
シ
Ｈ
昏
い
く
旨
詠
。
葛
儲
卸
目
（
弓
．
ｇ
甲
と
路
）
は
、
厚
．
国

ｒ
ぐ
ゅ
匡
昌
ゅ
が
○
昼
①
口
曾
］
目
印
は
曾
蔚
（
切
目
○
白
砂
）
の
マ
ニ
ュ
ス
ク
リ

プ
ト
を
も
と
に
校
訂
し
て
い
る
。
こ
の
マ
’
三
ス
ク
リ
プ
ト
は
カ
ト
マ
ン

ド
ゥ
の
国
胃
ご
胃
騨
曼
所
蔵
の
ｚ
ｏ
君
色
昌
文
字
の
マ
｝
－
１
ス
ク
リ
プ
ト

か
ら
巳
①
ぐ
診
二
侭
色
昌
文
字
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

断
片
で
は
あ
る
が
こ
の
エ
デ
ィ
シ
三
ン
が
す
で
に
陸
罠
○
国
囲
蜀
①
国
騨
凰
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ピ
ハ
ー
ル
政
府
は
、
優
れ
た
歴
史
学
者
故
ｐ
Ｈ
・
嵐
・
弓
．
］
昌
閉
弓
己
の
業

績
を
永
く
記
憶
に
と
ど
め
る
た
め
に
一
九
五
○
年
に
園
．
勺
．
菅
冒
望
暑
巴

園
の
、
①
胃
呂
目
、
武
目
前
を
．
〈
ト
ナ
に
設
立
し
た
。
。
〈
ト
ナ
博
物
館
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
の
北
の
一
翼
が
研
究
所
の
た
め
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
研

究
所
の
目
的
は
イ
ン
ド
史
、
考
古
学
、
イ
ン
ド
古
代
文
化
を
そ
の
・
凰
唱
ロ
巴

８
日
。
の
を
も
と
に
研
究
す
る
こ
と
で
あ
る
。

有
名
な
歴
史
学
者
胃
．
諺
．
印
疹
岸
鳥
肖
が
初
代
所
長
と
し
て
活
躍

し
て
い
た
が
、
急
死
し
た
の
で
、
ｐ
Ｈ
，
属
園
・
己
胃
３
が
第
二
代
所
長
に

就
任
し
た
。
一
九
六
二
年
ガ
ャ
に
マ
カ
ダ
大
学
が
創
設
さ
れ
る
や
い
な
や
、

彼
は
学
長
に
な
り
、
パ
ト
ナ
を
去
っ
た
。
そ
の
後
パ
ト
ナ
大
学
の
勺
Ｈ
具
．

切
目
．
シ
の
富
国
が
国
○
口
○
国
ご
］
ｇ
具
ロ
胃
の
Ｃ
８
割
す
な
わ
ち
所
長
代

理
を
勤
め
て
お
り
、
所
長
の
ポ
ス
ト
は
現
在
も
あ
い
て
い
る
。

に
よ
っ
て
両
の
巴
①
シ
Ｃ
Ｏ
目
の
日
置
堅
岸
己
属
（
岳
に
）
に
発
表
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
民
．
勺
．
菅
望
儲
急
己
目
黒
拝
具
①
に
も
こ
の
マ
’
－
１
ス
ク
リ

プ
ト
が
蔵
さ
れ
、
ベ
ナ
レ
ス
・
ヒ
ン
ズ
ー
大
学
の
ｚ
・
国
．
蟹
』
〕
冨
巳
が

そ
れ
を
校
訂
し
た
と
胃
．
弓
．
Ｆ
・
ぐ
ゅ
昼
冒
が
序
文
に
報
告
し
て
い
る
。

以
上
ミ
テ
ィ
ラ
研
究
所
の
ス
タ
ッ
フ
及
び
出
版
活
動
に
つ
い
て
概
説
を

試
み
た
が
国
巨
＆
冒
牌
留
己
の
胃
洋
弓
の
弾
切
の
州
版
は
予
定
よ
り
か
な
り

遅
れ
て
い
る
た
め
に
完
成
を
急
い
で
い
る
。
近
く
出
版
予
定
の
う
ち
に
も

貴
重
な
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
研
究
所
の
方
は
新
し
い

建
物
が
完
成
し
、
学
生
の
数
も
年
を
増
加
し
、
発
展
し
て
い
る
こ
と
は
喜

ば
し
い
。

三
、
ジ
ャ
ー
ャ
ス
ワ
ー
ル
研
究
所

初
代
所
長
ア
ル
テ
カ
ル
博
士
に
つ
い
て
少
し
附
言
す
れ
ば
、
わ
が
国

の
佛
教
学
者
の
中
で
博
士
に
接
し
た
思
い
出
を
持
つ
人
は
か
な
り
多
い
。

〆
巨
日
］
●
己
］
胃
発
掘
報
告
な
ど
多
く
の
論
文
や
研
究
書
を
発
表
し
て
い
る

が
、
た
と
え
ば
《
、
囚
○
唱
四
嘗
函
旦
己
冒
尉
日
儲
曲
目
口
こ
の
序
論
（
目
‐

苛
○
目
ｏ
武
Ｏ
ｐ
ｇ
苔
①
①
①
ロ
①
Ｈ
己
同
昌
言
Ｈ
）
を
見
る
だ
け
で
歴
史
学
者
と

し
て
の
彼
の
偉
大
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

研
究
所
は
、
故
園
凹
旨
厨
囲
昌
胃
ご
卿
四
国
四
が
チ
扇
ヘ
ッ
ト
か
ら
将
来

し
た
佛
教
の
マ
ニ
ュ
ス
ク
リ
プ
ト
を
蔵
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
今
ま
で
出
版
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
貴
重
な
大
乗
経
典

や
論
耆
の
マ
ニ
ュ
ス
ク
リ
プ
ト
で
あ
り
、
ア
ル
テ
カ
ル
博
士
の
在
職
中
佛

教
学
者
に
校
訂
す
る
よ
う
に
割
当
て
た
。
そ
れ
ら
の
う
ち
校
訂
の
完
成
し

た
も
の
か
ら
月
忌
①
３
口
留
口
の
胃
拝
留
風
①
ｍ
と
し
て
研
究
所
が
出
版
し

て
い
る
。
ま
た
長
尾
雅
人
博
士
校
訂
の
旨
四
号
乱
口
目
く
ぎ
園
唱
ｉ
ｇ
尉
冨

命
口
圃
目
冨
閃
①
の
①
胃
。
匿
甸
○
ｐ
ｐ
ｑ
騨
陣
○
口
》
忌
置
）
の
よ
う
に
、
こ
の
め
①
風
①
印

と
し
て
で
は
な
く
出
版
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。

弓
昏
①
８
口
‐
ｇ
ｐ
ｍ
胃
詳
静
凰
①
の
と
し
て
こ
れ
ま
で
出
版
さ
れ
た
も
の
を

次
に
紹
介
し
よ
う
。

］
．
勺
Ｈ
い
目
幽
国
い
く
叫
叶
は
一
汽
凹
ず
ぽ
梛
吋
Ｐ
Ｃ
儲
弓
吋
旦
副
割
再
ゆ
尉
秒
、
旨
で
斤
四
》
己
の
ｏ
５
面
の
Ｈ
‐

①
Ｑ
騨
口
ａ
①
Ｑ
拝
＆
ず
罰
弓
風
凰
冨
丙
脚
彦
卸
昌
Ｐ
河
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①
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邑
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・
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琶
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、
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豆
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‐
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円
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○
ヰ
脚
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Ｐ
勺
拭
い
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⑳
）
の
昌
蔚
・
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国
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四
口
。
岸
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秒
辰
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‐

匡
目
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宜
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昌
巴
ぐ
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自
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】
も
己
い
つ
呂
十
＠
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